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1月 13日（火）

1300～1305 あいさつ

・・・・・・…般講演

1305～1325 昌子浩登 （京都府立話科大学医学研究科生命情報科学）
薬剤投与マウスによる歩行メカニズムの解析

1325～1345 河内一樹 （東京大学大学院数理科学研究科）
流言伝播におけるロコミとマスコミの影響

1345～1405 水口毅 （大阪府立大学大学院工学研究科）
家系図のネソトワーク構造の解析

1405～1425 吉田寛 （九州大学数理学研究院）
リンデンマイヤシステム上の多細胞モデルにおける楕円曲線を含む曲線

1425～1445 鈴木崇文 （静岡大学大学院工学研究科）
ワクチン政策のパラドノクスワクチンは鳥インフルエンザの流行に本当に効果的か

1445～1505里見直樹 （静岡大学システム工学科）
品質の悪いワクチンは、本当に悪いかつ

1520～1540 Ｇａｎｇ Ｈｕａｎｇ （Ｇｒａｄｕａｔｅ Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ Ｓｃｌｅｎｃｅ ａｎｄ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ, Ｓｈユｚｕｏｋａ Ｕｎｌｖｅｒｓｉｔｙ）,
Ｗａｎｂｉａｏ Ｍａ （Ｕｍｖｅｒｓｉｔｙ ｏｆ Ｓｃｉｅｎｃｅ ａｎｄ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｂｅｌｊ ｉｎｇ,） ,
Ｙａｓｕｈｉｒｏ Ｔａｋｅｕｃｈｉ （Ｇｒａｄｕａｔｅ Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ Ｓｃｉｅｎｃｅ ａｎｄ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ, Ｓｈｉｚｕｏｋａ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ）

Ｇｌｏｂａｌ Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ ｍ ａｎ ＨＩＶ 1 ｌｎｆｅｃｔｉｏｎ Ｍｏｄｅｌ ｗｉｔｈ Ｂｅｄｄｍｇｔｏｎ－ＤｅＡｎｇｅｈｂ Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ
Ｒｅｓｐｏｎｓｅ

1540～1600 浦田道夫 （東京大学大学院数理科学研究科）
年齢依存（無症候性）感染モデル



1600～1620 瀬野裕美 （広島大学大学院理学研究科）
感染症個体群動態に関する時間離散モテルについての考察

1620～1640 高橋一馬 （静岡大学ノステム工学科）

ＳＨＩＶ病原性の理論的展望

1640～1700 久保悠、梶原毅、佐々木徹 （岡山大学大学院環境学研究科）

日本酒醸造の微生物数理モデル

1700～1720 高瀬光雄 （：ＬＩＮＦＯＰＳ（11ｆｅ ｌｎｆｏｒｍａｔｌｏｎ ｐｒｏｃｅｓｓｌｎｇ ｓｙｓｔｅｍｓ）有限会社）
ニューラルネノトワｔｉ・一,ク的がん免疫相互モデル、がん固体化作用の解析およびワクチンの位置

づけ

1月 14日（水）

ミニノンポノウム 「パターン形成の数理」

オーガナイザ 昌子浩登 （京都府立医科大学医学研究科）、上山大信 （明治大学）

930～1010 石原秀至 （東京大学大学院総合文化研究科）

保存量がある反応拡散系の性質と細胞運動のモデル化

1010～1050 野々村真規子 （広島大学大学院理学研究科）
フェーズフィールドによる細胞集団のモデリング

1100～1140 三浦岳 （京都大学大学院医学研究科）

Ｍｏｄｅｌｉｎｇ ｌｕｎｇ ｂｒａｎｃｈｉｎｇ ｍｏｒｐｈｏｇｅｎｅｓｉｓ

一般講演

1320～1340 落合謙一郎 （東京大学大学院数理科学研究科）
年齢構造の入った且ＩＶ 1の数理モデルの解析

1340～1400 桑村雅隆 （神戸大学発達科学部）

捕食者の休眠を伴うｐｒｅｙ ｐｒｅｄａｔｏｒ ｓｙｓｔｅｍに現れるバースト振動とカオスについて

1400～1420 細野雄三（京都産業大学理学部）、李聖林（岡山大学環境学研究科）、村田宙俊

（京都産業大学理学研究科）

侵入過程に現れる進行波解について



ミニノンホノウム 「ホピュレーノヨンタイナミクスの数理」

オーガナイサ 今隆助 （九川大学大学院理学研究院生物科学部門）

1440～1445 ミニ.／ンホノウムの内容紹介

1445～1520 竹内康博 （静岡大学創造科学技術大学院）

線形相補性問題とロトカ ウォルテラ方程式系の安定性

1520～1555 今隆助 （九州大学大学院理学研究院生物科学部門）
見かけの競争か決める捕食者 被食者系の平衡点の構造

1600～1635 岩見真吾 （静岡大学創造科学技術大学院）

競争排除の原理 一般化伝染病モデルの視点から

1635～1710 梶原毅,佐々木徹 井上徹 （岡山大学大学院環境学研究科）

免疫系における競争のモテル

1月 15日置木）

ミニンンポンウム 「生活史戦略の数理モテルＪ

オ・…一ｈｅガナイザ 山口幸 （奈良女子大院 人間文化）、入江貴博 （琉球大学執帯生物圏研究

センター）

925～955 入江貴博 （琉球大学郵帯生物圏研究センター）
最適生活史モデルー実証研究との協調によって可能となる理論的アプローチ

955～1025 秋田鉄也 （横浜国大 環境情報）

樹木の資源配分と花粉制限か結実動態の二型を促進する

1025～1055 江副日出夫 （大阪府大 院 理 生物科学）
送粉者の訪花の確率性が花の資源配分に与える影響

1105～1135 酒井聡樹 （東北大 院 生命科学）
植物における胚珠生産戦略の進化 余剰胚珠の意義を読み解く

1135～1205 山口幸 （奈良女子大院 人間文化）

固着性海洋生物における連続的な体サイスでの資源分配モデル

1205～1215 まとめ（総合討論）

特別講演

1330 ’Ｎ・1430 Ｎｉｃｋ Ｂｒｉｔｔｏｎ （Ｕｍｖｅｓｉｔｙ ｏｆ Ｂａｔｈ）
Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ ｉｎ ａ ｈｏｓｔ ｐａｒａｓｉｔｅ ｓｙｓｔｅｍ



ミニノノポノウム 「進化ゲーム理論の数理」

オーカナイザ 若野友一郎 （明治大学 先端数理科学インスティテユート）

1445～1520橋本康 （ＪＳＴ ＥＲＡＴＯ合原複雑数理モデルプロノェクト）

進化ゲームダイナミクスにおける 2倍体集団での変異遺伝子の固定確率

1520～1555 中橋渉 （東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻）
オスの性的選好性の進化

1605～1640 大槻久 （科学技術振興機構さきかけ）

ｎ戦略ゲームのｍｕｔａｔｌｏｎ ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ ｂａｌａｎｃｅ均衡

1640～1715 若野友一一郎 （明治大学 先端数理科学インスティテユート）
同調伝達による協力 スハイト行動の伝播

1800～ 懇親会

1月 16日（金）

一般講演

920～940 鈴木理 （日本大学文理学部情報ンステム解析学科）
チョムスキー文法に付随したＤＮＡモデル

940～1000 大塚一一路 （東京大学大学院工学研究科）

制限時間付き混雑状態評価理論の構築について

1000～1020 佐藤一憲 （静岡大学工学部）

格子確率モデルにおける侵入速度の評価について

1020～1040 吉川満 （関西学院大学大学院経済学研究科）

進化ゲーム理論における共進化と多様性 確率的環境の場合

1100～1120 合原一国 （京都大学大学院理学研究科）、武田龍、水本武志、高橋徹、奥乃博

（京都大学大学院情報学研究科）

ニホノアマガエル 3匹の同期した発声行動に関する数理的 実験的研究

1120～1140 佐々木徹,梶原毅,岡田賢祐宮竹貴久 （岡山大学環境学研究科）
オオノノコクヌストモドキにおける負け記憶の最適保持期間

1140～1200 小林美苑 （奈良女子大学大学院人間文化研究科）
バクセンノオマネキの左右性の遺伝ノステムのモデル



一般講演

1320～1340 守田智 （静岡大学工学部ノステム工学科）

ネノトワーク上のゲームダイナミクスとクラスタリノク係数

1340～1400 岩田繁英 （静岡大学創造科学技術大学院）

栄養塩利用の不連続性か種の多様性に与える影響の解析

1400～1420 丹羽洋智 （水産工学研究所行動生態情報工学研究室）
曖昧な密度依存性を持った生物個体群のダイナミクス

1420～1440 穴澤正宏 （東北工業大学 環境情報工学科）
様々な競争を示す個体群モテルの個体レヘルからの導出

1440～1500杉浦正康 （大阪大学サイハーメティアセノター,理学研究科）,Ｌｕｃａ Ｄａｌｌ ’Ａｓｔａ
（Ｃｏｎｄｅｎｓｅｄ Ｍａｔｔｅｒ ａｎｄ Ｓｔａｔｉｓｔｉｃａｌ Ｐｈｙｓｉｃｓ Ｓｅｃｔｉｏｎ, ＩＣＴＰ, ｌｔａｌｙ） , Ｔｏｂｉａｓ Ｇａｌｌａ （Ｓｃｈｏｏｌ
ｏｆ Ｐｈｙｓｌｃｓ＆Ａｓｔｒｏｎｏｍｙ, Ｔｈｅ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ｏｆ Ｍａｎｃｈｅｓｔｅｒ, ＵＫ）,時田恵一郎（大阪大学
サイハーメディアセンター,理学研究科,生命機能研究科）

ランダム相互作用を持つレプリケータ ミューチータ：方程式におけるコヒーレンスの転移

1520～1540 山口麗,播振興,妹尾真人,土居伸二 （大阪大学大学院工学研究科）

心筋細胞モテルの大域的分岐構造とパラメータ感受性について

1540～1600 堀田徳子 （早稲田大学大学院先進理工学研究科）
結腸陰窩における細胞増殖分化の時空間ダイナミクス

1600～1620 井上徹、梶原毅、佐々木徹 （岡山大学環境学研究科）
複数ウイルス株に対する体液性免疫モデル

1620～1640 星野弘喜 （藤田保健衛生大学医療科学部）
悪性腫瘍の浸潤に関連するモテルの進行波解

1640～1710 長山雅晴 （金沢大学理工研究七一：物科学系）
機械刺激による表皮細胞間カルノウム伝播の数理モデルについて

1710～1715 あいさつ

本研究集会は平成 20年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）課題番号 18540144研究代表者細野雄三）
の援助を受けています。
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